
主催：川崎市地球温暖化防止活動推進センター

共催：川崎市産業振興財団 後援：川崎市、SDGｓプラットフォーム、ＣＣ川崎エコ会議（川崎温暖化対策推進会議）、特定非営利活動法人産業・環境創造リエゾンセンター

川崎臨海部の脱炭素産業拠点への大転換と

市民・中小事業者の役割
～市民・企業・行政で考える脱炭素社会とSDGｓで描く川崎の未来～

開催日

２０２４年

２月１３日（火）

14：00～16：00 川崎臨海部では「100年に１度のビッグプロジェクト」
が開始されました。

  これまでの臨海部コンビナートは「CO₂排出量の多い産業」
 が集積していましたが、これからは「脱炭素（カーボンニュー
トラル）に貢献する産業」の集積地を目指すプロジェクトです。
この大きな転換は、川崎市の「希望」、川崎臨海部が「脱炭素社
会のモデル」となれば、川崎市民や事業者にとっても誇るべき
ブランドとなります。
一方、「公正な移行」が課題でもあります。

 そこで、川崎市の「脱炭素社会づくり」の基盤ともなる臨海部
  ビジョンと、市民・中小事業者の関わりについて考えるフォ
  ーラムを開催します。

基調講演 臨海部の脱炭素化と川崎の未来

地球環境戦略研究機関（ＩＧＥＳ）上席研究員
サスティナビリティ総合センタープログラムディレクター

藤野 純一 氏

講 師

プロフィール

東京大学大学院工学系研究科博士学位取得。
国立環境研究所などを経て、2019年度より
現職。中央環境審議会地球環境部会中長期
ロードマップ小委員会専門委員として、
2050年までに二酸化炭素排出量を大幅削
減する「低炭素社会」のシナリオ作りや「環境
未来都市」構想有識者検討会委員として、自
治体を支援、未来都市のコンセプトづくりに
携わる
2022年度 川崎市環境審議会脱炭素化部
会長、現在も川崎市環境審議会委員。

パネル
ディスカッション

ステーションコンファレンス川崎
RoomD

地球環境戦略研究機関（ＩＧＥＳ）上席研究員

サスティナビリティ総合センタープログラムディレクター 藤野 純一氏

〈行 政〉 川崎市臨海部国際戦略本部成長戦略推進部 カーボンニュートラル推進担当課長 江﨑 哲弘 氏
〈事業者〉 日崎工業株式会社 代表取締役 三瓶 修 氏

                     〈市 民〉 川崎市地球温暖化防止活動推進センター センター長 庄司 佳子 氏

臨海部ビジョンに向けた市民・事業者の役割とは

定 員

１６０名

会 場 参 加：80名
オンライン参加：80名

会 場

ＪＲ川崎駅西口直結徒
歩３分

（定員になり次第締切）

川崎臨海部フォーラム

１００年に1度の
ビッグプロジェクト

モデレーター

パ ネ リ ス ト

講 師



主催・お問い合わせ

川崎市地球温暖化防止活動推進センター （水～日 10:00～17:00）

〒２１３-０００１ 川崎市高津区溝口１-４-１ ノクティ２-１１階（高津市民館内）     
ＴＥＬ：０４４-８１３-１３１３ Ｅ-Ｍａｉｌ：office@kwccca.com

https://mailform.mface.jp/frms/cckawasaki/opao8dc02ql2

●●お申込みにあたって●●

お申込みは先着順となります。（定員になり次第締切）
下記専用フォーム（会場参加・オンライン参加で異なります）よりお申込みください。
※お電話・FAXからはお申込みできませんのでご了承ください。
※オンライン参加ご希望の方には、申込完了メールにてZOOM情報をお伝えしますので、
大切に保管してください。

受付開始
２０２３年１２月２０日（水）

１０：００より

https://www.cckawasaki.jp/kwccca/

●●●会場のご案内●●●

本フォーラムは、会場とオンラインのハイブリッド開催になります
お申込みの際は、何れかをご選択ください

ステーションコンファレンス川崎 ＲｏｏｍＤ

〒212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1番地5 カワサキデルタ JR川崎タワーオフィス棟3階

TEL：044-540-1250

ＪＲ川崎駅西口直結
徒歩３分

https://mailform.mface.jp/frms/cckawasaki/zzblml2ih8mu

▼会場参加ご希望の方はこちら▼

https://mailform.mface.jp/frms/cckawasaki/opao8dc02ql2

▼オンライン参加ご希望の方はこちら▼


	スライド 1
	スライド 2

